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H25.8.1から

　雇用保険法の規定に基づき、
平成25年８月１日から育児・介
護休業給付日額上限相当額が
次のとおり変更になりました。

育 児・介 護 休 業 給 付 日 額 上 限
相 当 額 が 変 更 に なりました！！

平成25年8月1日から 平成25年7月31日まで
育児休業手当金 9,702円 9,756円

介護休業手当金 7,761円 7,805円

一般職 341,550円

特別職 426,910円

■給付上限相当額を超える給料月額 
　（育児・介護休業手当金ともに）

お問い合わせ先　保険課　☎ 048-822-3306

■ 医療機関のかかり方を見直してい
ただくことで削減できる医療費が
あります

　同じ病気でいくつもの医療機関を受診すると、
同じ検査を繰り返すため検査料を重複して支払うこ
とになり負担が大きくなります。緊急や急病でなく
休日や時間外に受診すると、休日や時間外の割り
増し料金が加算され、自己負担分も共済組合の負
担分も増額します。
　「治らない」「便利だから」など理由は様々と思い
ますが、受診の仕方を工夫したり、かかりつけ医
を見つけることで疑問が解決したり、体の負担を
軽減することができ医療費削減にも繋がります。
ご理解とご協力をお願いいたします。

■医療機関の窓口で支払うのは医療費の一部です
　病気やケガをしたときは、医療機関に組合員証等を提示して、受診後に医療費の自己負担分を支払い
ます。自己負担分は医療費の一部（1～3割）にすぎず、医療機関は残りの医療費（9～7割）を共済組合に
請求しています。医療機関へ支払う共済組合の財源は皆様の掛金で賄われています。

◆このような医者がおすすめ◆
〇自宅または職場の近く。
〇患者一人あたりの診療時間を十分にとって
いる。
〇病状や治療法を患者が理解できる言葉で説
明してくれる。
〇次は、いつなら来られるのか聞いてくれる。
決定が一方的でない。
〇むやみに薬を出さないで、処方した薬につ
いて説明してくれる。
〇紹介してくれる病院がある。

共済組合の負担分（9～7割） 自己負担分（1～3割）

医療費内訳

医療費削減のために皆様の
ご協力をお願いします！


